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1 本研究では「会話」という語を日常会話(ordinary conversation)と相互行為における言語活動(talk in 
interaction)の両者を含む意味で用いる。本章 1.5.1 節で詳述する。 














































である。電話回線を切る直前になされる行為について(Albert & Kessler1978 ほか)、発話





























































































































                                                   
2 成員カテゴリー化分析とは、人びとが会話の中で種々のカテゴリーを用いて常識的な知識を組織化する
ことに注目し、この使用について分析するものである(Francis & Hester2004)。 

































下の 5 つの特徴を持つ(Schegloff & Sacks1973)。 
 


































































に挙げた順番交替システム(Sacks, Schegloff & Jefferson1974)は、基本的にこのような会話































































































































 収集を依頼した協力者は以下の 5 名である(表 1-1)。 
 
  表 1-1 協力者一覧 
 
 






やり取りを終え別れる箇所を会話終結として観察する。詳しくは 3 章で示す。 
協力者名 性別 年齢 録音日 総録音時間 
Z1 男性 23(大学院生) 2011 年 5 月 4 時間 48 分 
Z2 男性 22(大学生) 2011 年 5 月 11 時間 58 分 
Z3 男性 21(大学生) 2011 年 5 月 12 時間 18 分 
Z4 女性 19(大学生) 2011 年 5 月 16 時間 4 分 
Z5 女性 19(大学生) 2013 年 10 月 12 時間 55 分 
































 2011 年 5 月に実施された、大学の学部生および大学院生向けの実習科目の一部として行
われた反省会の場面である。音声資料を収集した。この科目は日本語教育の教壇実習を中
心とし、生徒の募集からカリキュラム、指導案の作成など、運営に関わる一連のことを実







当した実習生、授業を観察した実習生と教員、計 8 名から 12 名が参与している。反省会が
終結し、参与者たちが雑談などの別の活動に移行する箇所を会話終結として観察する。詳
細については 4 章で提示する。 
 
G. 学外実習 
 2013 年 9 月に行われた、大学の学部生向け実習科目の一場面である。実習生と教員が長








H. Call Friend Japanese Corpus 
 米国に在住する日本人が、長距離電話を日本人に掛けた際の会話資料によって構築され
たものである。The Talk Bank Project(MacWhinney2007)の一部として行われた。一つの




 1.7 節で示した会話資料の書き起こしに際し、以下の記号を使用した。 
 
[   [で示された箇所同士が同時に発話されている 
(   ) 聞き取り不可能 
(うん) 聞き取り不確実 
(1.0) 間合いの長さ(秒.100 ミリ秒) 
(.) 短い(0.2 秒未満)間合い 
































図 1-1 抜粋表題表記凡例 
【抜粋 0-1 (1) XXXX】 
   A↑  B↑ C↑ 












また各事例の行番号は、基本的には抜粋ごとに 01 から振り直すこととする4。 
 
1.9. 本研究の構成 


















                                                   
4 例外として、抜粋 3-5(1)(2)(3)のみ、一続きのやり取りをその順序で提示するため、通し番号を付与して
ある。 















































  本研究の目的に対応付けた観察成果の整理 
 
 
図 1-2 3 章から 7 章の関係 
 













れら先行研究と本研究の関わりについて 2.3.7 節で述べる。 
 
2.2. 会話の全域的組織 
 1 章 1.4.2.1 節および 1.4.2.2 節に挙げた順番交替や隣接ペアは、基本的に隣接する二つの
発話の間に生じる局所的なシステムについて扱ったものである。加えて、ある行為の基盤
連鎖の前に置かれる先行連鎖、あるいは修復など、それ以上の発話の連なりを通して組織
されるものもある。そのさらに大きな組織として、全域的組織 (overall structural 




































ははじめと終わりが明確に区切られた会話「単一の会話(a single conversation: Schegloff & 
























































【Schegloff & Sacks(ibid: 307)による終結の手続き】 
01 Johnson: ...and uh, uh we’re gonna see if we can’t uh tie in our plans a little better. 
02 Baldwin: Okay[fine. 
03 Johnson:     [Alright? 
04 Baldwin: Right. 
05 Johnson: Okay boy, 前終結            
06 Baldwin: Okay    受け入れ           終結部 
07 Johnson: Bye[bye  最終交換 第一成分     








Button(1987, 1990, 1991)、ロシア語会話では Bolden(2008)などがある。 
 
2.3.3.2. Clark & French(1981) 
 先述の Schegloff & Sacks の終結の組織と並び、日本語で行われる会話終結の分析に多く
用いられている枠組みが、この Clark & French(1981)である。彼らは「Good bye」という






れる発話として指摘されている(注 8 も参照)。 







【Clark & French による終結の手続き】 
1: 話題終了(topic termination) 
2: いとまごい(leave-taking) 
3: 接触終了(contact termination) 
 
 この型のうち 2 の「いとまごい」は残りの部分である 1 と 3 とは機能的に独立のもので
あることが主張されている。2 の基本的な働きは関係性の再肯定 (reaffirmation of 
acquaintance)であり、これが不要な場合は省略され得る、任意の手続きとして 2 を位置付
けている。 
 いとまごいに観察される行為には次のようなものがあり(Albert & Kessler1978 ほか)、
しばしばこの順序で観察される。 
 
a) 内容のまとめ(summarize the content of the contact they have just had) 
b)  終結の正当化(justify ending their contact at this time) 
c)  互いに喜びを表現する(express pleasure about each other) 
d)  互いの関係が持続することを示す (indicate continuity in their relationship by 
planning, specifically or vaguely, for future contact) 










たことの分析がなされている(岡本 1990, 1991; 熊取谷 1992; 大浜 1997 ほか)。 




















































































 その他の場面として美容院での相互行為に偶然生じた出会いの場面を扱った LeBaron & 
Jones(2002)は、身体の振る舞いによる交渉を通してどのように終結が達成されているのか
を分析している。また終結の行い方にある文化差や非母語話者の抱える困難について、履


























































な問題を持ち、どのような意識を持っているかを調べる (国立国語研究所 1971: ⅰ)」こと
を目的に、昭和 38 年に島根県松江市において言語調査を行っている。この「松江調査」の
一部である「24 時間調査」では、調査対象である一人の主婦の一日の言語行動を観察する








                                                   
6 一部収録ができなかった場面があるとしている。例として挙げられているのは対象者が外出した際のや
り取りなどで、機材の準備が間に合わなかったとしている(南 1965)。 

















































 会話終結は「全域的組織(overall structural organization: Schegloff & Sacks1973 ほか)」
の中に位置付けられるものである。しかし終結が会話内のどのような組織と具体的に絡み
合っているのかについては、日本語会話ではそれほど具体的に議論されてきていない。そ
こで続く 3.3 節および 3.4 節では、観察の視野を終結の直前から最後の話題、そして会話の
全体に広げ、ここに見られる終結に向けた組み立てを記述する。 












1: 前終結          
2: 前終結の受け入れ     
3: 隣接ペア第一成分(最終交換①)  
4: 隣接ペア第二成分(最終交換②)  







【Button(1990: 94)_NB: Ⅳ: 14: 26】 
01 Emma: And, u-uh I’m with you, 
02 Lottie: Yeah, 
03 Emma:→ Oright, 
04 Lottie:→ Okay[honey, 
05 Emma:→    [Bye,dear= 
























































【Call Friend Japanese Corpus(6587)】  
01 M: うんまあ[いいってこと([だよたぶん])  
02 F:     [別に  [うんあの::.hh あの::いってことじゃないかと= 
03 F: =思[いますよ.  
04 M:   [はい::  




05 F:→ はい[(.)それじゃあね::  
06 M:→   [うん(.)また.  
07 M:→ うん.はい.  
08 F:→ んっはい.  
 
 この場合、話題の終了が 4 行目まででなされており、続く 5、6 行目が前終結の手続き、
7、8 行目が最終交換に相当すると考えられる。これらの手続きは、全ての事例において、






3.2.1. 事例 1「ハナメシ」の終結 
はじめに扱うのは、偶然会った二人による立ち話である。参与者である S(すぎた, 男性)
と I(女性)は、以前共通の飲食店(「花めし」)で働いていた元同僚である。現在は二人とも
この店を辞めている。I はこの会話のなされた時期の少し前に、S の所属する A 大学の職員
として働きはじめた。学内を移動していた S は I に偶然学内で出会い 7 分弱立ち話をして








01 S: =>あ:でも<A 大生が入ったっていう:(.)話はよ-たまに(.)聞きます.[(    ) 
02 I:                                                      [あそうなんだ. 
03 S: まあ(.)一回(.)今度食べに行きましょう. 
04 I: hh[hhh 
05 S:   [(   食べ)に行きましょう.(.)Hhhh 




06 I: じゃあまたね.がんばってね. 
07 S: はい.[(.)じゃあ. 


















【Button(1990: 97-98)_NB: Ⅳ: 10: 56】 
01 Emma: um [sleep good t’night swee[tie, 
02 Lottie:→ [Okeh              [Okay well I’ll-I’ll see y’ in the mor[ning. 
03 Emma:                                                     [A:right, 
04 Lottie: A’right, 
05 Emma: B’ye bye de[ar, 
06 Lottie: [Bye bye, 
 
                                                   
9 厳密には、8 行目の発話があるため二つの発話順番のペアとしては現れていない。8 行目は単独で発話を
構成しておらず、文法的に 6 行目に依存する形になっている。またこれを受けた S も 8 行目に対して改め
て反応を返すというようなことはしていない。そのためこれは 6 行目の「がんばってね」に付加されるも
のと聞かれ得る。 















組んでいる先輩・後輩の関係にある。後輩 D が先輩 N(のやさん)に今後バンドが扱う曲の
楽譜を渡すために、N の研究室のある建物の下で待ち合わせをし、出会ってから 3 分程度
立ち話をして別れている。 
抜粋 3-2 は会話終結が生じる直前の話題の最後から、実際に参与者が別れるまでのやり取






01 D: 文系研究室とかないんで. 
02 N: あそっか:. 
03   (2.6) 
04 D: じゃ(.)またよろしくお願い[しま]す. 
05 N:             [あっ]   
06   (0.2) 
07 N: ありがと:う. 
08 D: は::い. 
 
 結果的に会話最後の話題となった現在二人がいる建物についての話題は、2 行目の最小限


































ような発話としては観察されない。そのためその働き方は Schegloff & Sacks の挙げる















あるが(Schegloff & Sacks1973; Robinson2012 ほか)、具体的にどのような組織がみられ
るのかについての指摘は管見の限りほとんどない。以下では前終結および最終交換として
具体的に指摘されているもの以外の資源について、特に大局的な特徴に注目し観察を行う。
まずは 3.3.1 節および 3.3.2 節では最後の話題における終結に向けた特徴について指摘し、
さらに 3.4 節では「楽譜」の事例について、会話全体を通した終結に向けた特徴を指摘する。 
 
3.3.1. 事例 1「ハナメシ」の最後の話題 




01 S: でも今もう:>花めし<(.)A 大生ほとんどいない. 
02 I: ↑あそうなの? 
03 S: みぞぶちくんくらい゜[じゃないすか?゜ 
04 I: [えなんで? 
05 S: もうほとんど:やめて= 
06 I: =やめちゃったんだ:.じゃあ優秀だった花めしも優秀じゃなくなったんだね? 
07  (0.6) 
08 S: どうなんですかね:[:. 
09 I:          [hhhh  




10  (0.4) 
11 I: A 大生が= 
12 S: =>あ:でも<A 大生が入ったっていう:(.)話はよ-たまに(.)聞きます.[(    ) 
13 I:                                                        [あそうなんだ. 
14 S: まあ(.)一回(.)今度食べに行きましょう. 
15 I: h:[hhh 





 一点目について、抜粋 3-3 における勧誘がそれ以前のやり取り、つまり元勤務先の現在の
従業員に関する情報のやり取りに対して、どのような位置付けでなされたものなのかに注
目したい。端的にいうとここでの勧誘は、それ以前に S が行った、込み入った情報提示の








参与者同士が将来接触するための具体的・抽象的取り決めが挙げられる(Clark & French 

















3.3.2. 事例 2「楽譜」の最後の話題 
 続いて事例 2 についても最後の話題を見てみたい。 
 
【抜粋 3-4_楽譜】 
01 N: ああ:. 
02 D: け-でもめっちゃいいところですよねここ. 
03 N: ああ::(.)そうでもね:地震の時めっちゃ揺れる. 
04 D:  へ::. 
05 N:  さっきもね:,結構ギシギシ揺れてた. 
06 D:  耐震構造いまいちなんですかね. 
07   (0.4) 
08 D:  なんか_ 
09   (1.4) ((バイクの通る音)) 
10 D:  確かにさっきも音がした 
11 N:  ↓ねえ:::. 
12 D:  文系研究室とかないんで.     ((抜粋 3-2, 1 行目)) 
13 N:  あそっか:. 
14  (2.6) 
15 D: じゃ(.)またよろしくお願いします. 























 受け手である N はこの褒めに部分的な同意を示した後、否定的な情報を提示することで
非同意を示している(3 行目)。それ以降は裏付けとなる情報の提示(5 行目)や、その言い換え、
受け入れを示す発話(6, 8, 10 行目)によって連鎖が伸びてはいるものの、行われているのは
いずれも建物に対する良くない点、「ゆれ」、「耐震構造」に関する評価に同意し合うことで
ある。さらに 12 行目は D がこの建物を評価する基準を持たないことを示すものであり、建
物に関する話題は生じて程なく尽きつつあることが分かる。N はこれに最小限の反応を返















る(Schegloff & Sacks1973: 308)。一方でそうではない場合、事例 2 もその一つであると考
えられるが、同様の位置は終結の開始だけではなく次の話題を導入するのに適切な場所と

















《開始》((楽譜を渡す)) …[1] 0:00 抜粋 3-5(1) 
楽譜(曲)の評価 …[2] 0:02 抜粋 3-5(1) 
次回の練習日程、渡された楽譜の扱い …[3] 0:27 抜粋 3-5(2) 
N が練習に積極的に参加していること(のからかい) …[4] 1:53 抜粋 3-5(3) 
現在いる建物 …[5] 2:30 抜粋 3-4 








01 D: お疲れさまで:す. 
02 N:  あざっ s: 
03   (0.8) 









04 D:  たけしさんがファンキーにできるかな(とか言ってました.) 
05 N:  ゜hhhhhh゜ 
06 D:  むずかしいなっ 
07  (0.8) 
08 N: ゜むずかしいよ(ちょっと) 
09  ((中略：楽譜の特徴について)) 
 
【抜粋 3-5(2)_楽譜】 
10 D: が::っと全部書いてあるんで. 
11   (1.0) 
12 N:  ゜(昔からそんな   っすよ)゜ 
13 D:  あと:(0.4)あの::(.)土曜日なんすけど:あ[の:たけしさんの:あの:メール待ちで= 
14 N:                   [うん.  
15 D:  =(した)んすけど: 
16 N:  うん. 
17 D:  その日集中入っちゃって: 
18 N:  うん 
19 D:  で:::(.)<なく>なるかなと思ったら::いややるってなって: 
20 N:  hhh 
21 D:  金曜日の:夜って空いてますか. 
22   ((中略：練習日程と受け渡しを行った楽譜の扱いについて)) 
 
【抜粋 3-5(3)_楽譜】 
23 D: まあたぶん(0.6)んなかんじですかね 
24  (2.0) 
25 N: 了解で s:す. 
26 D: のやさんも(.)研究がてら(.)申し訳ないっ s:: 
27 N: ¥いえ[いえいえ.¥  
28 D:      [HHHHH h h h 
29 N: hh 
30 D: 部の重鎮として(.)いけるんじゃないですか完全に. 




31 N: hhh .hh 
32 D: 部員名簿に(.)書きましょうよ. 
 




 抜粋 3-5(1)1 行目は D による挨拶と聞かれる発話、2 行目は D が楽譜を(持ってきて)くれ






















 12 行目までが、楽譜の情報についての発話である。11 行目の沈黙や、12 行目の独り言

















3.4.3. からかいへの推移部分(抜粋 3-5(3)) 
 抜粋 3-5(2)で生じた話題は抜粋 3-5(3)のように収束し、さらに別の話題へと推移していく









てなされている N の発話に含まれた笑いは、そのような性質への理解を示すものだろう。 
                                                   
12 この気遣いの発話の持つ微妙な性質とは、直前までの日程調整のやり取りと結び付きがある。この日程
調整は、彼らのバンドのメンバーの一人である社会人「たけしさん」(抜粋 3-5(2),13 行目)が、練習に参加
するために D や N の大学がある地域までわざわざやって来るため行われているものである。二人はたけし
さんが社会人でありながら大学生に混じっての練習に熱心であることに「すげえ」、「社会人(笑いを含みな
がら)」といった表現を与えており、忙しい「社会人」という属性と、バンドの練習に熱心であるという事
実との間にある相容れない性質を面白がっているように聞かれる。抜粋 3-5(3)の 26 行目「のやさんも研究
がてら申し訳ないっす」は、たけしさんが社会人であることに、のやさん(N)が研究に忙しい「院生」であ
ることを擬えて、これまでともに面白がっていた相容れない性質を N 自身も有していることを D が取り上
げているものと考えられる。 









 笑いが生じた後には、より明示的に揶揄と聞かれる発話によって D が N に反応を追求し
ており(30 行目)、サークル内でもっと N の存在を強く示していくべきであるといった冗談
のやり取りが展開されていく。 
 





01 N: ああ:. 
02 D:  け-でもめっちゃいいところですよねここ. 
03 N:  ああ::(.)そうでもね:地震の時めっちゃ揺れる. 
04 D:  へ::. 
05 N:  さっきもね:,結構ギシギシ揺れてた. 
06 D:  耐震構造いまいちなんですかね. 
07   (0.4) 
08 D:  なんか_ 
09   (1.4) ((バイクの通る音)) 
10 D:  確かにさっきも音がした 
11 N:  ↓ねえ:::. 
12 D:  文系研究室とかないんで.     
13 N:  あそっか:. 






























3.4.5. 終結(抜粋 3-2) 




01 D: 文系研究室とかないんで. 
02 N: あそっか:. 
03  (2.6) 
04 D: じゃ(.)またよろしくお願い[しま]す. 




05 N: [あっ]   
06  (0.2) 
07 N: ありがと:う. 










ることができる。このような N のやり残した行為を引き出した 4 行目の発話は、終結の開
始として D に理解されている。 
 直前の発話に対してではない、そのため会話の全体に対してのものと聞かれる感謝の表
明は、会話全体つまり二人の間で生じた今回の機会が何であったかに対する D の理解が示
されている。この事例 2「楽譜」は、D が N のために楽譜を持ってきてくれるために生じ








































































































































































 最後に 4.5 節で、実習反省会において終結がどのように達成されているのか、またここに
制度的場面という特徴がどのように関係しているのかについて、本章の考察をまとめる。 



















 反省会に参加する実習生は、授業担当者三名と、それを見学した学生 4-8 名である。そこ
に担当教員一名が加わり、会の進行をとり仕切る。参与者は計 8 名から 12 名である。収録
した資料の内訳は以下に示すとおりである(表 4-1)。 
 
   表 4-1 実習反省会収録資料内訳 
資料番号 収録日 収録時間13 参加人数 担当教員 
X1 2011 年 5 月 16 日 1 時間 10 分 9 名 A1 
X2 2011 年 5 月 17 日 1 時間 18 分 9 名 A2 
X3 2011 年 5 月 18 日 1 時間 10 分 10 名 A3 
X4 2011 年 5 月 19 日 1 時間 32 分 12 名 A4 
X5 2011 年 5 月 25 日 1 時間 16 分 11 名 A3 
X6 2011 年 5 月 26 日 1 時間 26 分 8 名 A4 
X7 2011 年 5 月 30 日 1 時間 23 分 10 名 A1 
                                                   
13 収録時間は一回の収録で得られた、参照可能な資料の時間数である。ここには反省会が始まる前後の雑
談なども含まれるため、実際に行われた反省会そのものの長さはこれよりも短い。 














 教壇実習の一コマの授業に対し以下 A、B、C が行われる。 
 
  A. 授業担当者の反省 
  B. 見学者のコメント 
  C. 教員のコメント 
 













省会の流れを模式的に表すと図 4-1 のようになる。 













































01 A3:  うん.>もうちょっと<.hh もっとこう:.hh うん.詳しく書いて(0.6)あ:の(.)練習 
02   できるようなキューのね?シートなんかも分かりやすいの作っ↑て(.)こうやら 
03  せたら(.)よかったんじゃないかな゜と思います゜.sh はいっじゃあ>すいません 
04   長くなって以上です.< 
05  (0.6) 
06 A3:  あと(.)なんか(.)言い忘れた:人とかいませんか?大丈夫ですか? 
07   (0.4) 
08 A3: じゃまあ書いておわ-お渡ししてくださ:い.じゃあ終わりま:す.  
09 A3:→ お疲れさまでした::.   













における最終交換の例を抜粋 4-3 に示しておく。 
 
 
                                                   
14 8 行目「じゃまあ書いておわ-お渡ししてくださ:い.」は、授業の評価シートの受け渡しのことを指して
いる。後の抜粋 4-8 や抜粋 4-9 では、反省会の中でこの受け渡しが行われている。 





01 A3:→ お疲れさまでした::.   
02 複:→ ありがとうございました::. 
03   ((雑音)) 
 
【抜粋 4-3_反省会(X1)】 
01 A1:→ お疲れさまでした::. 
02 複:→ [お疲れさまでした::.  
03 複:→ [ありがとうございました::. 









 図 4-2 観察対象とする部分 
 



















02   できるようなキューのね?シートなんかも分かりやすいの作っ↑て(.)こうやら 
03  せたら(.)よかったんじゃないかな゜と思います゜.sh はいっじゃあ>すいません 
04   長くなって以上です.< 
05  (0.6) 
06 A3:→ あと(.)なんか(.)言い忘れた:人とかいませんか?大丈夫ですか? 
07   (0.4) 
08 A3: じゃまあ書いておわ-お渡ししてくださ:い.じゃあ終わりま:す.  
09 A3: お疲れさまでした::.   




 1 から 4 行目では、担当教員 A3 が三コマ目の授業に対するコメントを述べ、コメントの
終了が言語的に明示される(「以上です」)。ここで一つの発話機会のまとまりの区切れ目が





















 このようなやり方は、抜粋 4-1 とは別の回にも観察される。以下のようなものがある。 
 
【抜粋 4-4_反省会(X3)】 
01 A3: まあもちろんまあ::↑ね(.)こう::いくつとか(.)言う練習にはなったと思いま 
02   すけ ど,(.)>゜そうですね.゜<そのへん(.)m:もうちょっと工夫(.)できたら良 
03   かったかな?ってすみませんね:.[なんか終(h)わっ(h)た後に急:に思い出した_=  
04 C:                 [あ:いえいえいえ. 
05 C:  =大丈[夫です.  
06 A3:    [.hhh はい.すみませんでした. 
07 A3: .hh↓は:い.あっじゃあ↓もう:↓7 時も:過ぎて(.)しまいましたので私が話しす 
08   ぎたのかもしれません゜けど゜  
09 複: ((笑い))  
10 A3:→ 他になんか(.)まだ:言い忘れ>私みたいに<言い忘れた[人とかいません?  
11 複:                         [((笑い))  
12 A3:→ 大丈夫ですか:?[もう書きますか?(0.4)あとは. 
13 複:        [((紙をいじる音)) 
14 A3: はい.じゃっ今日:の反省会はこれで終わりましょう.お疲れさまで[した:::::.  
15 複:                              [ありがとうござ 
16  いました:: 
 
 この 1 から 3 行目でも、教員であり進行を取り仕切る A3 が、C の担当した授業に対して
追加のコメント15を行っている。コメントを追加したことに対する謝罪と受け入れがなされ
た(3-6 行目)後、反省会の終結が開始されているように聞かれ、先ほど見たものと類似した






                                                   
15 当該コメントが追加されたものであるという理解については、4.3.1.1 節で詳述する。 





【抜粋 4-5_反省会(X2)】  
01 A2: あたり忘れとか重複し過ぎっていうのはないかなっていうのは_ 
02 B:  う:ん. 
03 A2: 思いました.>なんか<また終わったらまた今度逆からとるとか. 
04 B:  うん. 
05 A2: こっち終わったら?゜(っていうふうに).゜ 
06   (4.0) 
07 A2:→ 私の方からは以上です.他に(.)何かありますかね:.結局(.)15 分か.  
08 複: ((笑い))[ 
09 A2:        [7 時 5 分に¥終わるかな¥(h)っと思った(h)のに.(.)hhh 
10 ?:  hhh 
11 C:→ あなんか:, 
12 A2: はい. 
13 C:→ キムさんからのつっこみで,  
14 A2: はい.  
15 D:  [キムさんからっつ(h)っこ(h)み(h) 
16 B:→ [えっと::ゴールデンウィークは:3 日からぐ-え:5 日までじゃ:ないんです¥ね:: 
17   って¥ 
18 C:  う::ん.  
19 F:  あ::[::まあそうだ. 
20 E:     [あ::29 日からだ. 
 
 担当教員 A2 が 7 行目でコメントの終了を示した(「私の方からは以上です.」)後になされ
た「他に(.)何かありますかね:.」も、コメントの導入機会を提示する発話であり、先ほどの
二つの事例に類似する発話である。直後は A2 による独り言として聞かれる発話と、それに
対する笑いが挟まれるが、これが収束した 11 行目で、参与者の一人 C から「あなんか:,」
と発話が開始されている。ここで開始された話題の導入を聞く姿勢があることを、A2 は発
話を促す「はい」という反応によって示している(12, 14 行目)。この後は、C が授業を担当
した際に生じた小さな疑問点についてのやり取りが続く。 
 このように与えられた話題導入の機会を利用することで、進行を操作する担当教員以外















01 A1: .hh まあ徐々に:ねあの集中(.)のっ日本語コースの中で教えるべき(.)項目って 
02   いうのはなんだろうかっていうそのコースデザインに関することっていうのも, 
03   みんなで考えていってほしいなっというのが希望として一つありますね. 
04   (2.6)  
05 A1: °はい° 以上です.  
06   (11.0) ((タイピング音)) 
07 A1:→ ということでえ::ねっ(.)次回に向けての課題ということで(.)ねっ各自ね(.)あ 
08   の::>今日みたいな<ティーチャートークに気をつけようと思った.とかねこれを 
09   こうやろうと思ったというこう明確なね(.)目標みたいなのは各教師あったと思 
10   うんですけれども,今回に出た(.)え:反省というのを生かしつつ(.)次回はあれ 
11   がんばるとか(0.4)そういう気持ちで.え::アクションリサーチ的に臨んでいっ 
12   てもらいたいなと思っています. 
13   (1.6)  
14 A1:→ お疲れさまでした:: 
15 複: [お疲れさまでした::  
16 複: [ありがとうございました:: 
 
 まず抜粋 4-6 で行われていることの概要を見ておく。3 行目まででは三コマ目の授業に対
する教員のコメントがなされ、沈黙を挟んだ後、コメントの終了が「°はい°以上です.(5
行目)」という発話で示される。ここまでの流れは前節で見た回と共通している。異なるの
















































 実習反省会の構造について、ここでもう一度振り返ってみたい(図 4-1, 再掲)。 
 
 





































01 A3:  .h そうだね:.あと:.hh なんとかね::,(.)ひとつふたつとか:(0.6)>入れられ<(.) 
02    ね.[いちまいにまいと↑か:入れられたらよかったんですけどね:なんか難しい= 
03 B:     [そうですね:: 
04 A3: =ですねっ. 
05   (0.6) 
06 A3: これは. 
07   (0.6) 
08 A3: はい. 
09   (0.6) 
10 A3:→ あ h(.)あと(.)>ちょっとごめん<(.)↓もどってい:い? 
11 複: ((笑い)) 
12 A3:→ す:(h)いません↑もう終わったと思ってた. .hhh↑ごめんね. 
13   (0.4) 
14 A3:  私ちょっともうそ-そういう(.)流れで考えたら:,>たとえばほら<(.)あの:(.)実 
15   質に基づいた(.)会話?っていうことでもと s-あの:考えたら:,>たとえばほら<  
16   ((中略 32 秒 A3 の発話(表現の例示))) 
17 A3: ど-どういう風に  
18 C:  ゜えっ[h:゜ 
19 A3:    [班で考え(.)゜たんですよね?゜ 
20 C:  あっ k::>なんか<自分:だけの考えかもし[れないんですけども, 




21 A3:                   [あっそうなんだ.   
22   ((中略 1 分 38 秒 C(一コマ目の授業担当者)と A3 のコメントのやり取り))  
23 A3: まあもちろんまあ::↑ね(.)こう::いくつとか(.)言う練習にはなったと思いま 
24   すけど,(.)>゜そうですね.゜<そのへん(.)m:もうちょっと工夫(.)できたら良 
25   → かったかな?ってすみませんね:.[なんか終(h)わっ(h)た後に急:に思い出した_=  
26 C:                  [あ:いえいえいえ. 
27 C:  =大丈[夫です.  
28 A3:→    [.hhh はい.すみませんでした. 
 
 抜粋 4-7 に観察されるのは、反省会の流れに反する行為である。抜粋の冒頭部分は、教員
A3 が 3 コマ目の授業に対するコメントを行っており、このことは 3 コマ目の授業担当者で
ある B がこれに反応を返していることからもいえる(3 行目)。「はい」という発話(8 行目)
と沈黙(9 行目)によって、A3 のコメントの終わりが示された後の 10 行目の発話に注目した
い。この A3 の発話「あ h(.)あと(.)>ちょっとごめん<(.)↓もどってい:い?」の後に行われて
いることは、一コマ目の授業に対するコメントである。これはコメントで言及されている












































































01 A1: .hh まあ徐々に:ねあの集中(.)のっ日本語コースの中で教えるべき(.)項目って 
02   いうのはなんだろうかっていうそのコースデザインに関することっていうのも, 
03   みんなで考えていってほしいなっというのが希望として一つありますね. 
04   (2.6)  
05 A1: °はい° 以上です.  
06   (11.0) ((タイピング音)) 
07 A1:→ ということでえ::ねっ(.)次回に向けての課題ということで(.)ねっ各自ね(.)あ 
08   の::>今日みたいな<ティーチャートークに気をつけようと思った.とかねこれを 
09   こうやろうと思ったというこう明確なね(.)目標みたいなのは各教師あったと思 
10   うんですけれども,今回に出た(.)え:反省というのを生かしつつ(.)次回はあれ 
11   がんばるとか(0.4)そういう気持ちで.え::アクションリサーチ的に臨んでいっ 
12   てもらいたいなと思っています. 
13   (1.6)  
14 A1:→ お疲れさまでした:: 
15 複: [お疲れさまでした::  
16 複: [ありがとうございました:: 






いる。教員 A1 の発話には、5 行目の「゜はい゜」、「以上です.」といった発話部分、また沈























                                                   




以上です(5 行目)」という発話からは、A1 が 1-3 行目を 3 コマ目のコメントとして行っていることが伺え
る。 









































て話されている(抜粋 4-5 で提示された話題から続くやり取り)。 
01 E: 私はもうてっきりその 3 日間だとや-その後のみ(h)っか(h)か(h)んだと.[どうなの?  
02 D:                                                                [あ:::::.  
03 A2: う::[ん 
04 E:  [>と思いました.< 
05 A2: まあちょっと調べてみないと分かんないで[すね hhh 
06 D:                                       [確かに¥微妙なライン¥に(゜なります゜) 
07 ?:  あ:ありがと ((評価シートの受け渡しをしていると考えられる)) 
08 ?:  すいま[せん.ありがと::. ((評価シートの受け渡しをしていると考えられる)) 
09 A2:→       [はい(.)じゃあお疲れさまでした.  
10 複:→ ありがとうございました:: 
11 複:→ ありがとうございました::. 
 
 ここで話されているのは、A2 によって示された言い残したことを導入する機会(抜粋 4-5, 






















01 A4: まあ(.)どういうときにこっちをつかうほうがいいのかとか.そういったぽ-差が 
02   ポライトネ s ポライトっていうのを(0.6)まあ s::分かってもらう?う::ん.ってこ 
03   と:だと思うんで:,は:い.まあともう一回あるわけですね::.まあちょっと:(.).hh 
04   え::教案がんば(h)って::hhh .hh  
05 B: がんばります.[は:い. 
06 A4:        [いや::いやでもほんと落ち込まないでね hhh  
07 B:  は:い. 
08 A4: うん. 
09 B:  大丈夫で s:. 
10 A4: ¥は::い.¥  
11   (3.0) 
12 A4: まどういうことも(.)慣れですから. 
13    (4.0) 
14 A4: ま(.)う::ん.(1.0)[みんなで[教案(      )を研究し合う時間ももうないと= 
15 C:                [すいませ::ん. ((評価シート受け渡し)) 
16 D:                        [ありがとうございま::す. ((評価シート受け渡し)) 
17 A4: =思うんですね::  
18   (0.8) 
19 A4: ですけど:  
20   (16.0) ((椅子を引く音、紙を触る音、足音など雑音))  
21 E:→ お疲れさまで::す. 
22 A4:→ °お疲れさまでした.° 
23 複:→ [ありがとうございました:.  
24 複:→ [ありがとうございま::す. 
 
 1 行目からの部分は、三コマ目の授業に対する教員のコメントの終盤である。3 行目「思
うんで:,は:い.」までなされている具体的なコメントと比較すると、これ以降では抽象的な
コメントがなされているということができ、三コマ目の授業担当者 B への励ましや気遣い





りも、A4 から B 個人に向けたものとなっているといえる。 








失いつつある状態が観察される。この点において、抜粋 4-9 は抜粋 4-8 と類似の特徴が指摘
できる。 





































































































 本章では、3 章および 4 章で観察した三場面に、新たに三場面を加えた計 6 場面を取り扱
う。概要は以下のとおりである。 
 
事例 1) 実習反省会(抜粋 5-1(A), 5-1(B))…4 章 
 直前に行われた教壇実習について意見共有をする場面。 
 
事例 2) シューズ(抜粋 5-2)…本章で新たに扱う 
 スポーツ用品店で、商品の売り場を店員に尋ねる場面。 
 
事例 3) ハナメシ(抜粋 5-3)…3 章 
 元勤務先の同僚と偶然出くわし立ち話する場面。 




事例 4) 楽譜(抜粋 5-4)…3 章 
 サークルの後輩が先輩に楽譜を渡しに訪れる場面。 
 
事例 5) 廊下(抜粋 5-5)…本章で新たに扱う 
 歩いて講義室まで移動する場面。 
 













表 5-1 会話場面の分類 
 
主要な活動 


















































 5.6 節では、これら 5 つの場面の会話終結の特徴をもとに、終結の組織、当該場面の目的、
そしてその目的と会話との関係という要素について整理しまとめる。 


























01 A3:  うん.>もうちょっと<.hh もっとこう:.hh うん.詳しく書いて(0.6)あ:の(.)練習 
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02  できるようなキューのね?シートなんかも分かりやすいの作っ↑て(.)こうやら 
03  せたら(.)よかったんじゃないかな゜と思います゜.sh はいっじゃあ>すいません 
04   長くなって以上です.< 
05  (0.6) 
06 A3:→  あと(.)なんか(.)言い忘れた:人とかいませんか?大丈夫ですか? 
07   (0.4) 
08 A3: じゃまあ書いておわ-お渡ししてくださ:い.じゃあ終わりま:す.  
09 A3: お疲れさまでした::.   
10 複: ありがとうございました::. 
 
【抜粋 5-1(B)_反省会(X1)】 
01 A1: ということでえ::ねっ(.)次回に向けての課題ということで(.)ねっ各自ね(.)あ 
02   の::>今日みたいな<ティーチャートークに気をつけようと思った.とかねこれを 
03   こうやろうと思ったというこう明確なね(.)目標みたいなのは各教師あったと思 
04   うんですけれども,今回に出た(.)え:反省というのを生かしつつ(.)次回はあれ 
05   がんばるとか(0.4)そういう気持ちで.え::アクションリサーチ的に臨んでいっ 
06   てもらいたいなと思っています. 
07   (1.6)  
08 A1:→ お疲れさまでした:: 
09 複: [お疲れさまでした::  
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01 S: (   [        ) 
02 H: [ランニングシューズって.  
03  (0.2)  
04 S:  ランニングシューズ.えっと<シューズコーナー>の方がですね:, 
05 H: はい. 
06   (0.4) 
07 S:  <今この:>(0.4)>こっ[ち<アウトレットにいるんですけども(.)いちばん右の奥が= 
08 H:          [ああすげ. 
09 S:  =シューズコーナー↑そちらのほうに:(0.4)°ありますね.° 
10 K:  あ:ア[ウトレットかここ. 
11 H:    [アウトレットって::,要は安い_ 
12   (0.2) 
13 S:  そうですね[ええと::      
14 K:       [ここにも(.)あるんです[か?ランニング゜シューズ゜ 
15 S:                  [ナイキとアディダスの:(.)モデルが古くな= 
16 S:  =ったものが:アウトレット:: 
17   (0.4) 
18 S:  [>ナイキアディダスの<(.)のみなんですけども[この(.)なかです]ね. 
19 H: [こ-                           [こっち(.)に(.)]  
20 H: 中にもランニングシューズはまあある-(0.2)探せ[ばある- 
21 S:                                  [あるかもしれ= 
22 S:  =ないですけども:[まあシューズコーナーの方が: 
23 H:               [ないかもしれ(゜ない゜)      
24 S:  [>そうですね.<[↑は::い. 
25 H  [はい.      [°わかりました.° 
26   (0.8) 
27 K:  シューズ安いほうがいいなあ. 
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28 H: シューズコーナーとりあえず行ってみようよ. 
29 K:  うん. 
 









が示す対象について確認の質問を行っている(11 行目)。14 行目および 19、20 行目の発話
から、二人はアウトレットという言葉をランニングシューズの売り場である可能性と結び
つけて聞いたことが主張されている。これに対し S はアウトレットにランニングシューズ
が置いてある可能性について情報を提示し(21, 22 行目)、H が「°わかりました.°」と理
解を明示的に示すことで(25 行目)、S と二人のやり取りは終結する。H、K と S、三人によ
るやり取りは 25 行目が最後となっており、続いて生じているのは H と K の二人によるや
り取りであるため、ここでは 25 行目の発話を三人による会話の終結として扱うことができ
るだろう。 








                                                   
18 聞き取りが困難なため、どのような行為を行っているのか特定することができないが、客に対する何ら
かの呼びかけのような音調で産出されている。4 行目からは明瞭に音声が収録されていることから、この
間に録音を行っている H が S に歩み寄ったと予想される。 































                                                   
19 Clark & French(1981)は最終交換に相当する発話(「いとまごい」に分類される)が関係性の維持が不要
な際は行われないと指摘しており、この場面の終結の組織もその指摘と一致した形でなされている。 















































5.4.1. 事例 3「ハナメシ」 





01 S: =>あ:でも<A 大生が入ったっていう:(.)話はよ-たまに(.)聞きます.[(    ) 
02 I:                                                        [あそうなんだ. 
03 S:  まあ(.)一回(.)今度食べに行きましょう. 
04 I:  h:[hhh 
05 S:    [(   食べ)に行きましょう.(.)Hhhh 
06 I:  じゃあまたね.がんばってね. 
07 S:  はい.[(.)じゃあ. 






性が会話後も続くことを示し合うものであり (Clark & French1981; 岡本 1991)、
Button(1991)や Levinson(1983)をはじめとした、今行われている会話と今後行われ得る会
















表 5-2 事例 3「ハナメシ」で扱われた話題 
 
 立ち話は I による、S との遭遇に驚く発話によって開始し、I がどのような仕事をしてい
るのかについての質問を発端に I の近況が報告される。一通り報告がなされた後、今度は I
が S の学年を尋ねることを発端に就職活動や現在のアルバイトについてなど、S の近況が
話される。続いて二人の共通の知人である、元勤務先の同僚たちの近況についてがやり取







《開始》((出会い))今何をやっているところなのか 0:00 ‐ 
I の近況(仕事について) 0:35 ‐ 
S の近況(進路、新しい仕事について) 3:30 ‐ 
元勤務先の同僚の近況 5:10 ‐ 
元勤務先の同僚の所属学部についてと I の驚いた出来事 5:45 抜粋 5-3(2) 
元勤務先で現在働くスタッフ 6:25 抜粋 5-3(1), (2) 
《終結》((別れ))元勤務先に食べに行く誘い 6:50 抜粋 5-3(1) 





01 I: ¥(   )>だって<入った時にさこれを名簿とかいろんなこういろいろやってた 
02  の.見て.すぎたの名前を見つけ:みぞぶち君の名前を[見つけ:¥ 
03 S:                                             [医学ですからね.  
04 I:  そ::[hh 
05 S:      [hhh 
06 I:  たかなしみのりさん? 
07 S:  あ:はいはい[はい. 
08 I:             [うん. 知ってる子ばっかりじゃ:ん.[hhhh 
09 S:                                              [そうなんです.でも今もう花め 
10  し A 大生ほとんどいない. 
11 I:  あそうなの? 
12 S:  みぞぶちくんくらい. 
13 I:  えなんで? 
14 S:  もうほとんど:やめて= 
15 I:  =やめちゃったんだ:.じゃあ優秀だった花めしも優秀じゃなくなったんだね? 
16 S:  どうなんですかね:: 
17 I:  hhhh A 大生が= 
18 S:  =>あ:でも<A 大生が入ったっていう:(.)話はよ-たまに聞きます. 
 ((抜粋 5-3(1), 1 行目)) 
 








名前を列挙するという粒度(granularity: Schegloff2000; 西阪 2008)の高い表現で描写され









直後 I によって別れが切り出され、ここでの立ち話は終結している(抜粋 5-3(1))。   





















                                                   
20 この承認という反応は、面白い体験の語りの反応としては不適当であり、8 行目まででなされていた I
による語りは、実際には S によって面白い体験を語ったものとしては受け入れられなかったことが示され
ている。S は I の体験の面白さや奇妙さなどではなく、元同僚の名前が名簿にあるという事実の部分に反
応し、元同僚たちについてより情報を持つものとして振舞っている。 
























01 N: ああ:. 
02 D:  け-でもめっちゃいいところですよねここ. 
03 N:  ああ::(.)そうでもね:地震の時めっちゃ揺れる. 
04 D:  へ::. 
05 N:  さっきもね:,結構ギシギシ揺れてた. 
06 D:  耐震構造いまいちなんですかね. 
07    (0.4) 
08 D:  なんか_ 
09    (1.4) ((バイクの通る音)) 
10 D:  確かにさっきも音がした 
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11 N:  ↓ねえ:::. 
12 D:  文系研究室とかないんで.      
13 N:  あそっか:. 
14    (2.6)  
15 D:  じゃ(.)またよろしくお願い[しま]す. 
16 N:  [あっ] 
17    (0.2) 
18 N:  ありがと:う. 
19 D:  は::い. 
 
 終結の際の発話連鎖に特徴的なのは以下の点であった。話題の終局として位置付けられ
























 本節では、偶然の出会いから生じた立ち話(抜粋 5-3, 事例 3「ハナメシ」)と、特定の目的



















 以上の事例 1「反省会」(5.3.1 節)、事例 2「シューズ」(5.3.2 節)、事例 3「ハナメシ」(5.4.1








5 章 日常生活に生じる「活動」の一つとしての会話 
93 
 
5.5.1. 事例 5「廊下」 
 以下に示す抜粋 5-5 は、場所を移動しながら行っていた会話が終結する場面である。友人
同士である J(男性)と N(女性)が大学近隣のレストランで一緒に昼食をとり、歩いて大学に





 抜粋 5-5 は別れの前、既に大学に到着し講義室のある建物内を歩いている箇所で、1 分
20 秒程度のやり取りである。約 10 秒の沈黙の後、1 行目の発話がなされている。 
 
【抜粋 5-5_廊下】 
01 N: さむっ. 
02 J: h 確か(h)に.(.)さっきまで暑かったのに:. 
03 N: う:ん. 
04  (5.0) 
05 N: ほほほほほほほほほほほっ(.)ほほほ ((何かの曲のリズムで)) 
06  (6.0) 
07 J: 久しぶ[り:: 
08 X:       [あ::゜こんに゜ちは:. 
09  (3.0) 
10 N: ふふふふふ(.)んふふふふ::>ふふふ<ふ:>ふふふ<[ふ: ((何かの曲のリズムで)) 
11 J:                      [((鼻をすする音))ちょと寒いな:h 
12 N: 寒いね:: 
13  (15.0) ((大勢の談笑する声が小さく聞こえる)) 
14 N: この階段危ないんでしょ? 
15 J: 何が:? 
16 N: 地震で. 
17 J: まじで:h[hh 
18 N:         [hhhh[hh 
19 J:              [もっと言った方がいいんじゃないのそういうのって.= 
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20 N: =え何か言ってたよ前. 
21  (0.4) 
22 N: 誰か. 
23  (1.0) 
24 N: 次地震来たら崩れるらしいよ. 
25 J: まじで? 
26 N: hhh 
27  (0.2) 
28 J: ((鼻をすする音)) 
29 N: でも 1 か月以内にマグニチュード 8 来るんでしょ? 
30  (1.0) 
31 J: や:来てもおかしくない゜よね.゜ 
32  (0.4) 
33 N: こわ. 
34 J: やだね. 
35 N:  ゜うん゜ 
36  (1.2) 
37 N: じゃあ. 
38 J: じゃね[::. 
39 N:      [う:ん. 
 
 抜粋 5-5 で観察されるのは、その場の気温に関する発話の短いやり取り(1, 2, 3, 11, 12 行
目)や、出くわした知人(X)と交わされた挨拶(7, 8 行目)、また N が何らかの節を付けて小さ
くハミングする(5, 10 行目)といったような行為である。この間には長めの沈黙が複数挟ま




なくなる。39 行目の前後の音声資料には J の足音が継続して収録されており、二人は別れ
る際にほとんど立ち止まっていない、つまり講義室に到着したとほぼ同じタイミングで別
れの挨拶を交わしているといえる。 













 Schegloff & Sacks(1973)が指摘する会話状態の一つに「トークが今にも起こりそうな状





 抜粋 5-5 も、この「トークが今にも起こりそうな状況が継続している状態」の生じている
場面であるといえる。そして会話終結の組織に際し参照されているのは、会話とは別の目
的の達成、この場面でいえば移動の達成であるといえる。換言するとこの場面における終



























 5.3節から 5.5節では、教壇実習の反省会(事例 1,  5.3.1 節)とスポーツ用品店での会話(事
例 2, 5.3.2 節)、元同僚との間に偶然生じた会話(事例 3, 5.4.1 節)と楽譜の受け渡しのために








表 5-1(再掲) 会話場面の分類 
 
主要な活動 
会話        会話以外の活動 
当該場面における 
会話の位置付け 
目的達成の手段 ① － 




































出すきっかけは事例 1 から事例 4 の場面とは異なり、当該場面の会話内のやり取りを参照
するのみでは見出せない。ここでは会話内でのやり取りではなく、移動という活動を参照
し、移動の達成と同時に別れの挨拶がなされ会話が終結していることが観察される。 






























5.7.1. 事例 6「メール」 
 抜粋 5-6 に示すのは、サークルの先輩(R, りかさん)と後輩(C)が、大学内を移動中に偶然
出会った際のやり取りである。二人はともに女性である。R と C は共同でイベントの運営
を行うことになっており、その打ち合わせをビデオ電話で行うことが事前に決まっていた。
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01 C: ↑あ:[:りかりかさん連絡つか[なくてどうしようと思った:::. 
02 R:    [おつかれ::( :い).   [えっ? 
03 R: まじで? 
04 C: えっメールしましたよわたし. 
05   (1.0) 
06 C: ええ? 
07 R: え::::? 
08   (1.0) 
09 C: ええ? 
10 R: え::::? 
11 C: に(.)二(h)度もメー(h)ル(h)し(h)た(h). 
12 R: え::::? 
13   (0.6) 
14 R: うそ. 
15   (2.6) 
16 C: でも:(.)>あの時でもいいですよ<企画部[の>あの<ごはん? 
17 R:                                [あ:あ::. 
18 C: その時決めましょ? 
19 R: うん. 
20 R: [ごめんね::. 
21 C: [(    ) 
22 C: >すいません<メールしました. 
23 R: わかった. 
24 C: スカイプで.  
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25 C: [やりましょ? 
26 R: [おっけ:. 
27 R: >うんうんうん.<= 
28 C: =その日時とか今日決めましょ? 
29 R: おっけ. 
30 C: は::[:い. 
31 R:      [あ:今日でもいいよ.あ今日だめだ. 
32   (1.0) 
33 R: まあいいや.あ-(あした)送る.(あした)メー[ル.夜に.] 
34 C:                                [は:::い.] 
35 R: ごめんねごめんね:? 
36 C: あっ(.)↑大丈夫で:す. 
 
 ここでは大きく以下のことがやり取りされている。まず二人が偶然出会い、それと同時
に C が以前から抱えていた問題、R と連絡がつかなかったということを表示する(1 行目)。
以降、R はこの問題に気づかなかったことと、C はこの問題が事実であることを説明する
(2-14 行目)。C はこの問題の解決案について提示し、R が同意するが(16-30 行目)、直後に
R は別の案を提示し、すぐに棄却(31 行目)した後、C に連絡することを約束する(33 行目)。
最後に R が謝罪し、C はこれを受け入れることで二人の会話は終結している。 































































































                                                   
21 ただしここでの終結の組織には、現在行われている会話だけでなく、参与者たちが次に出会う機会への
志向が示されることも指摘されている(Button1991 ほか)。 
























 収録は一台のビデオカメラと IC レコーダーで行った。図 6-1 では自習に用いられた部屋
と収録機材の配置、および映像中の実習生および教員の着席位置を示した。また収録され
た映像の例を図 6-2 に示す。 










図 6-1 機材の配置と着席位置 
 
 











































 このうち本章で注目するのは、隣接する活動の終了と開始が生じている 3 および 5(下線
箇所)の二部分である。6.4 節で自習・雑談からミーティングへの移行を、6.5 節でミーティ
                                                   
23 ここで行われていたことを表現する際に「ミーティング」という表現は実際には用いられていない。本
章で用いる表現は、当該活動部分を指示するために便宜的に用いるものである。 
24 注 23 と同様に、「自習」、「雑談」という表現は実際には用いられておらず、この表現は当該活動部分を
指示するために便宜的に用いるものである。なお後の 6.6 節で指摘するように、参与者たち自身は別の活
動としてこれらを行っていた可能性がある。 






 −自習・雑談→ // −ミーティング→ // −自習→  
        ↑6.4 節       ↑6.5 節 
 


























図 6-4 「屋号」に関する雑談 
 
                
    図 6-5 雑談非参与者(TX)         図 6-6 雑談非参与者(SG) 
 




























図 6-7 焦点の定まった相互行為と焦点の定まらない相互行為 
 
 このような状態がしばらく継続した後、ミーティング形式での指導という別の活動への
移行の契機が TW によってつくられる。 
 雑談の参与者たちの間では、親族の屋号に関して SA による長い発話が数分にわたり行わ
れていた。TW は入室後しばらくの間これを遠巻きに眺めていたが(図 6-8)、その後雑談グ
ループの背後に歩み寄り、SA が語りの途中に書いたメモ(屋号を表す紋の絵)を覗きこむ(図
6-9)。SA は TW に視線を向け、何の話をしているのかを TW に説明し、さらに語りを続け
る。TW はそれに笑いを含みながら評価の発話を行い(1 行目)、グループからも笑いが起こ
り同意が示される(2, 3 行目)。直後に TW は屋号に関する情報を提示し(4 行目)、S たちは
熱心にそれを聞いている(5 行目)。 
 





図 6-8 雑談を遠巻きに眺める TW(承認されていない参与者) 
 
 
図 6-9 雑談の輪の中心(SA の手元)を覗き込む TW(承認された参与者へ) 
 
【抜粋 6-1_学外実習(TW が雑談へ参与)】 
01 TW: hh かっこいいねそれ.((首をかしげながら、笑顔)) 
02 S: ((笑い)) 
03 SC: かっ(h)こい(h)い(h)で(h)す(h)ね(h)え.hh 
04 TW: 屋号っていろいろあって[:,だから:あの:: 
05 SA:            [はい. 
06   ((中略 2 分 17 秒 TW による屋号の説明)) 
07 TW: だからいろ:んな屋号の付け方がある(の). 
08 S:  う::ん. 
09 TW: だからもっとふざけた(0.8)つけ-付け方(.)もある. 
10 S:  [へ:::: 
11 SB: [ふ::::ん >なんか<[うちが知ってたの落語で::,蕎麦屋さんが:, 
12 TW:          [その:: 
↓ 
↓ 




13 SC: うん. 
14   ((中略 27 秒 SB の屋号に関する理解が語られる)) 
15 SB: それが屋号だと思ってたから,家にも付くのおかしっ>みたいな.< 
 ((抜粋 6-2, 1 行目)) 
 












参与役割を変化させている。そして抜粋 6-1 のように SA の発話に対する評価「hh かっこ


















01 SB: それが屋号だと思ってたから,家にも付くのおかしっ>みたいな.<h 
02   (0.4) 
03 SD: まあ家っ゜て>のもあるんじゃん.<゜= 
04 SA: =hh い(h)え(h)につ(h)付¥[>きうる<よね¥ 
05 TW:→             [あの::(.)なんというか-あの::(.)ちゃ-ちゃんとした 
06  → 姿勢で:(.)あの:(0.4)確認したい(0.6)し h-すべきこととか>なんか<そういうのあ 
07  → りますか? 
08 S:  [゜う:::ん゜ 
09 S:  [え::: 
10 TW: 質問とか. 
11   (1.6) 
12 TW: あの::(0.8)もうちょっとくだけた雰囲気になってもいいのか. 
13 TW: まだ[なってはいけないのか. 
14 TX: [HAHAHAHA 
15 SB: hhh 
16 SE:  あ::::. 
17 SC:  [あ:なるほどなるほど:. 
18 SF:  [え:::. 
19 SD: じゃあ一旦ちょっと厳しくいきましょう. 
20 S:  [hhhhh 
21 SB: [あっ(h)そ(h)うな(h)の?hhhh 
22   ((中略 10 秒 沈黙、S 同士で質問があるか小声で確認し合う、考えていること 
23   の表示(資料を見る、「うーん」という発話))) 
24 TY: 私からちょっと聞いてもいいですか?((挙手しながら)) 
 
 抜粋 6-2 が自習・雑談とミーティングの境界部分であり、やり取りの大筋は以下のとおり
である。TW に続いて長い発話順番を取得していた SB の語りが終局に達するのを待ってか
ら、TW は表現を選びながら慎重に確認事項を要求する発話を行う(5, 6, 7 行目)。学生から
応答が得られないこと(8, 9 行目)を受けて、TW は「質問とか.(10 行目)」と具体的な行為の
例を挙げ学生の応答を促す。さらに応答が不在であること(11 行目)を受けて、TW は発話順





判断を要求する(12, 13 行目)。ここで学生は TW の発話を理解したことを表示し(16, 17 行
目)、19 行目でミーティングを行うという判断が示される。そして確認事項を用意するため
の沈黙が生じるが(22, 23 行目)、結局学生側から確認事項は提示されず、24 行目で教員側
からの進捗の確認が行われる。 
 
6.4.3. 境界の性質に関する考察 1 






































た直後に学生たちが行おうとしていることは、5 行目から 7 行目で既になされた相談事の要
求に答えることである(図 6-10)。 

















4 行目以前 S 屋号について 
5,6,7,10 行目 TW 確認事項(質問など)の要求 …① 
12,13 行目 TW ①の前提(「ミーティングを行うか」)について判断要求 
19 行目 SD ①の前提(「ミーティングを行うか」)について判断提示 
22,23 行目 S 確認事項の準備       …② 
     ↓ 
  確認事項の提示の不在 
24 行目 TY 進捗状況の情報要求 
 





























6.4.4. まとめ 1 
以上の観察についてまとめる。次の二点が 6.4 節で扱った活動の境界に関する観察の要点
である。 




















ていく(図 6-3, 再掲)。  
 
 −自習・雑談→ // −ミーティング→ // −自習→  
                 ↑6.4 節       ↑6.5 節 
図 6-3(再掲) 観察箇所模式図 
 
6.5.1. 観察 3―境界部分― 




01 TW: あの話聞いてて::(.)この人:もそうかなと思ったら,(.)<だけど.>だ->大丈夫?< 
02  (2.5)((S うなずき)) 
03 SG: 大丈夫っす. 
04  (2.0) 




05 TX: じゃ:あ(.)解散:>でいいですか?<= 
06 TW: =うん.(1.0)大丈夫かな? 
07 S:  はい.((うなずき))= 
08 TX: =で SG さんとは今みたいな話をここでしてるから:(.)その推移が知りたいって 
09  言うかね一体そういう時どうするんだみたいな人は>どうぞ<その(.)最後まで 
10  いなくてもいいから:, うん. 
11 TW: あるいは後で(.)あの:SG さんの後でまた個人的に_ 
12 TX: そうそう. 
13 TW: ゜(しょうかい)したりとか゜あの相談したいとか:,あとまあ((実習地名))で 
14  撮ったものを:その::TZ さんに相談したいとか:(.)( )たりとか:あの: 
15  >そういうのは<(.)自由に(.)やってましょう. 
16 S: はい.((うなずき)) 
17  (2.4) 
18 TX: ゜よ゜し h:::: 
19  (2.2) 
20 SE: ゜(       )かなあ.゜ 
21 SC: 行っていいのかなあ. 
22 SA: (  [ ]) 
23 TW:    [と-とりあえずさ:このまず紙をさ(.)あ-年表作ってあるの? 
24 SG: 年表こっちに作って:で今日また新たに聞いたやつを:((報告が続く)) 
 
 ミーティングが終了できる局面に達していることが明示的に確認されている 5-7 行目の
後は、終了が成立し得る最初の位置となっているが、TX は学生たちの反応に密着したタイ
ミングで順番を開始し、ミーティング内の発話を継続してこの後の行動について提案を行
う(8-10 行目)。またこれと同列の選択肢として TW もその他の行動について例示し(11, 13, 




TX に発せられた大きく息を吐き出すような「゜よ゜し h::::(18 行目)」、ほぼ同時のタイミ
ングで SC が伸びをするように両腕で髪を掻き上げ整える動きが観察される(図 6-12)。また









図 6-12 髪を掻き揚げる(SC) 
 













てこの終了あるいは開始の宣言を境に、TW や TX が例示したような活動をはじめることが
適切になっている。 
 第二に、活動の終了が終了後の参与者の振る舞いの積み重なりによって確定的なものと
なっている可能性が指摘できる。まず 23 行目で TW と SG のやり取りが開始した際に、周
囲が二人に視線を向けるという振る舞いが観察された。ここでは、どのような活動が開始
されたのか、またその活動に自身が参与すべきであるのかが確認されていると考えられる。 

























                                                   
27 ミーティングの後半では、ミーティング後 SG と教員の間で個人的な相談を行うことが全員に向けて予
告されており、必要に応じて実習生はこれを聞いて参考にすることが提案されている(8-10 行目)。そのた










6.5.3. まとめ 2 










































性質のものであったことが、TW の「ちゃんとした姿勢(抜粋 6-2, 5,6 行目)」と対比される
「くだけた雰囲気(抜粋 6-2, 12 行目)」という叙述を受けてはじめて公然化されている。つ
まりここで行われていた活動は進行しているその時、参与している学生本人たちにとって
はこの場で行うことが適切なものであったのに対し、6.4 節で見た活動の交渉の中で、それ











































































































































































切られた会話であるという特徴づけがなされ、単一の会話(a single conversation: Schegloff 


















































































































点として取り上げられている(抜粋 7-1, 5-21 行目)。ここでの相互行為はそれ以前の活動に







01 SB: それが屋号だと思ってたから,家にも付くのおかしっ>みたいな.<h 
02   (0.4) 
03 SD: まあ家っ゜て>のもあるんじゃん.<゜= 
04 SA: =hh い(h)え(h)につ(h)付¥[>きうる<よね¥ 
05 TW:             [あの::(.)なんというか-あの::(.)ちゃ-ちゃんとした 
06   姿勢で:(.)あの:(0.4)確認したい(0.6)し h-すべきこととか>なんか<そういうのあ 
07   りますか? 
08 S:  [゜う:::ん゜ 
09 S:  [え::: 
10 TW: 質問とか. 
11   (1.6) 
12 TW: あの::(0.8)もうちょっとくだけた雰囲気になってもいいのか. 
13 TW: まだ[なってはいけないのか. 
14 TX: [HAHAHAHA 
15 SB: hhh 
16 SE:  あ::::. 
17 SC:  [あ:なるほどなるほど:. 
18 SF:  [え:::. 
19 SD: じゃあ一旦ちょっと厳しくいきましょう. 
20 S:  [hhhhh 
21 SB: [あっ(h)そ(h)うな(h)の?hhhh 
22   ((中略 10 秒 沈黙、S 同士で質問があるか小声で確認し合う、考えていること 
23   の表示(資料を見る「うーん」という発話))) 










01 A4:→ じゃあ:はじめましょっかね::. 
02  (1.0) 
03 A4: っと最初:B さん[ですか? 
04 B:        [はい. 
05 B: はい. 
 
【抜粋 7-3_反省会(X1)】 
01 A1:→ ゜ はい゜じゃあはじめましょうか:. 
02  (0.8) 
03 A1: え:っと例によって:じゃあ(.)まず(.)教師::の方からえ::1 コマ目からでいい 































































 以上では 6 章までで観察してきた会話終結の観察を本研究の目的と対応付けながら振り
返った。7.2.1 節と 7.2.2 節では、本研究が会話終結研究の分析対象の偏りをどの程度埋め
ることができたのか、その多様性を確認するための観点として「参与者同士の接触の切断
のあり方」および「会話の活動としての性質」を取り上げ、扱ってきた会話終結を振り返
















































































































































































れる。人間の挨拶行動について扱った Kendon & Ferber(1973)や、道を歩いている人に声
を掛け、道案内を開始する状況を扱った Mondada(2009)は、いずれも参与者間の第一声が
発話される以前の部分に関する身体的振る舞いを丁寧に記述している。ここで Mondada は
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